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1面 

 巨悪・安倍の政権居座りを許すな！ 

闘う中で「労働者の政治」を追求しよう                 広野省三 

 

2面 

よびかけに応え、辺野古へ！ 

辺野古ゲート前連続六日間 

五〇〇人集中行動へ参加しよう！                  大館まゆみ 

  

〈東京での行動〉 

 

山城議長ら３人の裁判闘争に支援を！ 

那覇地裁判決は国策に追従する不当判決            枝川敏夫（沖縄在住） 

 

３面 

放送法４条撤廃の目論見を撃つ！ 

「アベノＴＶ」作りを狙う「放送事業見直し」      山口正紀（ジャーナリスト） 

 

朝鮮・中国に対する軍事的威嚇がねらい 

オスプレイ横田基地配備に断固反対しよう！  大洞俊之（立川自衛隊監視テント村） 

 

催物案内 

 

4面 

 ここが問題「天皇代替り」（３） 

  皇室経済「貨殖」のからくり                      山下勇男 

 

『社会評論』１９１号（２０１８冬）目次 

 

5面 

 「憲法寄席」南九州公演旅日記（下） 

水俣病問題は終わってはいない 

今も続く患者さんと支援の人びとの闘い                高橋省二 

 

 前照灯 問われる〝伝統〞の意味 

 

６面～7面 

時評 『沖縄 憲法なき戦後――講和条約三条と日本の安全保障』（古関彰一・豊下樽彦著）

をめぐって 

「共通敵」なき米外交政策下の沖縄        佐々木辰夫（アジア近現代史研究） 

 

「帰還大行進」参加者の殺戮を糾弾する！ 



祖国帰還はパレスチナ人民の権利                    沖江和博 

 

8面 

 紙つぶて 

  浜田知明の〝精神のタフネス〞                春原夕哉（東京在住） 

 

 ＨＯＷＳ講座  映画を通して考える第２回上映と問題提起・討論 『キャバレー』 

 

頂門一針 敵の言う「同一労働同一賃金」とは 

  

ロシア十月社会主義革命一〇〇周年に向けて 

連載 革命の芸術と芸術の革命（３０）最終回 

 花田清輝「現代史の時代区分」について 

なにが「善」でなにが「悪」か             井野茂雄（文化活動家） 

 

連載終了にあたって                           編集部 

 

編集部発 

 


